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・』 蠶繭の變形並に營繭性―考察

山口定次郞

　　　夏・繕　　言

　家獄の螢む繭は既に選僻的に各品種叉は系続的に、tl　；；「F’有の形釈を有するもので多くの傷合容

易に外的の影響により甚だしV・愛形叉は騎形を生することは勘い。

而して蹴の相違により洞一樋に於ても大小の差雄恢、破風榔献け踊駐齢る
’事がある。その他準自然的なものでは板着繭、皿繭、灘曲形繭などがある。然し著軒は之等の

原因による繭形の歪みとは全く無關係に健登なる叢兇の繭をして欝繭牛にして、歪形たらしめ

うる事を實験により知つた。而して叉之により叢児の螢繭性の一端を考察するを縄沌ので鼓に

簡輩に報告する敦第である。

　　　2・實験方法及材料　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　著齎は獄兇の螢瀬吐綜速度を調盗中、偶一一旦吐綜螢繭を始め沌る慧をして、その既に螢みた

る繭暦外に出し、別の場所に再螢繭せしむる婆含、、その繭は絡閂を失ひ菱形叉は不焼則多角形

uaの歪形繭を螢むととを見出した。故に本竃験に於ては一定時聞毎に再螢繭を行はしめその形歌

の攣化の程度に就て槻察を行つた。初｛繭の傷合も再螢繭の傷合にも籏は何れもボール箱製探

級用随劃分離器を使’用した。

　初料懲としては日本種正白、國獄支七號x國慧1歌七號及國鑑日一〇七號x國叢支一〇一號等

を探用した。然し何れも同様の傾向を認めたので此庭には國獄日一〇七號×國獄支一〇一號に

就て時間的に御察し、爲眞に示した。

　　3・観察結果

　再螢繭開始時を吐綜開始より　6．10．15．20．24．29．36。45，48等の各時間田毎となし

てその再麟繭の形に就き槻察しSeる結果は凡そ…次表の爲眞に示すが如し。　偵し此の傷合温度

94°F（恒温）濃度亭均70％にして此の晶種の螢繭に要する時間は約48時間なり。
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　硲目部は反調1に膨大し雨端尖れる故紡鍾・形になるo

　爾端愈尖圓又は鎗角となるo

鍵形又は多角形を呈し破風部は薄し

　繭形短縮し多角形歪形にして一宛せず、破風蔀薄く又、査く無きものあij。繭暦は緩なり。1

既に蝉襯の部にして小形となり不規則形なりo

木部分は吐綜絡る、吐綜絡了後籔時閥内に化蛎すo
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4．考　　察

　實験に伽るに螢繭中の獄

兇をその繭暦よiJ取り出し

二次的に再び螢繭せしむる

傷合は、形繭に攣花を來す

而して第一次に於ける吐懸

量多ければ多いだけ第二次

の繭形愛化の程度は大であ

る。從つて鷲の螢繭性に就

て考ふるに慧兇特有の繭形，

はその外贋の形成に於て決

定されるものの如くであっ

て．内暦は外暦の内側に纒

藩されるにすぎない。然し

ながら繭暦の最内屠邸婦襯

の部迄自身を保謹する爲嚢

欺に形遭る性能を有す。此

の黒！iは繰綜の際にも明に紹

うる所なり。術再螢繭に於

ける繭の大小に關しては、

螢む性質あるが吐綜多最の　・　　　　　　　爲翼は再瞥繭開蝟噂と幽膨鯛〃騨を示す

後に於て体の萎縮により小形となる之は活動力の溝長に關係し叉繭綿或は基礎たるぺき繭暦の

存否によつてi養異あるものの如くである、然L此の黙に關しては、眞に獄に適する麟繭揚所を

與へる事が不可能なので翼の麟繭性は知る事が出來ない。次に再螢繭の形状より見て繭の破風

部の尖鋭なる絵鎧の活動力弾力．屈曲力の減少と共にその部の吐綜量少きを示し、反之経図

郡繭巾膨大して厚きは、活動力少き傷合と難も僅かの位置の移動により吐懸しうる位暇にあ多

爲と見るべきであらう。省叉普通繭に就て破風部は主として外暦に於て形成され、極内居は破

風の形放比較的少なきものなりと考へられる℃

　著者は以上をもつて直ちに獄の正常の螢繭行動の一般を論するものではないが、一個の繭贋

を形成する瘍合に於て全く絡始一様ではない事を知つた。

5．摘　　要

　1．本實瞼は鷲児の吐綜着手より絡了迄を分解的に糊察し、併せてその螢繭性を湾察しk。

　2．一度吐縣螢繭を始めたる獄児をその螢繭中途に於て、之れまでに螢める繭屠を除き再び

螢繭せLむる瘍合その第二次の瀞繭はその品種特有の形を喪さす愛形す。叉攣形度は第一次の

螢繭吐懸量の多少により相違あり。

　3，第一次の螢繭吐綜量（暦繭）少き場合帥再螢繭着乎が比較的鶴明に行はる工傷合は、繭

は経目を失ひ次に梢長形となり、爾端梢尖り更に進めば絡口は膨大し紡錘形叉は菱形となり破

風部（爾端部）は濾し。遽1こは小形、不規則多角形となり破風郡甚だ薄し。　・

　4，繭形は繭暦の外層に支配さるものの如くである。


